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クライスラーグループとフィアット、オーストラリア／日本／ロシアで Mopar事業を展開 

グループを挙げて Moparブランドを積極活用 

 

 オーストラリアに 10,000平米の拠点 

 日本に 11,000平米の拠点 

 ロシアに 4,500平米の拠点 

 延べ約 80,000点の部品を取扱い 

 クライスラーグループとフィアット、いずれのブランドにも対応 

 

クライスラーグループ LLCとフィアット SpAは、Mopar（モパー）のパーツディストリビューショ

ンセンターを、アルゼンチン、ブラジル、中国、アラブ首長国連邦に続いて、オーストラリア、日

本、ロシアにも開設します。 

クライスラーグループ LLCの保守・部品・顧客対応部門である Mopar事業部のプレジデント

兼 CEO、ピエトロ・ゴルリエールは次のように述べています。「当社は Mopar事業を積極的

に展開することにより、成長を続ける世界各地の市場で、顧客やディーラーに対し万全のサ

ポートを提供します。顧客の満足度向上とディーラーネットワーク支援に役立つよう、今後も

事業開発に取り組んでいく所存です。」 

オーストラリアに開設されるパーツディストリビューションセンターは、ビクトリア州のメルボル

ン港に位置し、10,000平米の施設に 18,600点以上の部品を備え、約 75のディーラー店舗

をカバーします。日本では、41,000点以上の部品を常備する 11,000平米のパーツディスト

リビューションセンターを横浜に開設し、145の店舗に対応します。またモスクワでは、4,500

平米の施設に 20,000点以上の部品を在庫し、約 140の店舗に供給します。 

Moparは世界 50か所のパーツセンターに延べ 50万点以上の部品を備えています。今年に

入り、アルゼンチン（3,000平米）とブラジル（4,500平米）に、また昨年には上海（16,000平

米）とドバイ（18,000平米）に、部品供給拠点を開設しています。 

 

Moparの先進的取り組み 

Moparは業界初の先進的な製品・サービスを数多く導入しています： 



 車両情報アプリケーション：顧客との新たなコミュニケーション手段となる、スマートフ

ォン向けの車両情報アプリケーション 

 電子オーナーマニュアル：従来のオーナーマニュアルを DVDと簡潔な書式のユーザ

ーガイドのセットに変更 

 無線 LAN：自家用車を無線 LAN基地局にできる機能 

 ワイヤレス給電：ポータブル機器用車載ワイヤレス給電装置 

 電子式車両監視システム（EVTS）：車両のスピードや移動距離が設定値を超えると

所有者に文字情報で知らせる、最新の双方向型車両監視装置 

 2011年式 Moparチャレンジャー・ドラッグパック：500立方インチ強の V-10エンジン

を搭載するドラッグレース用パッケージカー 

 キャンプ用トレーラー：オフロード向けのキャンプ用トレーラー 

 ブランド別顧客対応用電話窓口：日曜日にも顧客対応サービスの時間帯を設定 

 WiTECH診断システム：既製のパソコンと専用の無線機器ネットワークを用いて車両

診断やソフトウェアのアップデートが行えるシステム 

 

Mopar（モパー）ブランドについて 

Moparは、クライスラーグループ LLCの保守・部品・顧客対応部門として、28万点もの部

品とアクセサリーを取り扱っています。フィアットとの提携を機に、Moparは活動範囲を世

界市場へと広げ、保守・部品・顧客対応事業を統合することで、世界中のディーラーや顧客

に対するサポート品質の向上を推進しています。今回の提携に伴い、Moparが取り扱う部

品やアクセサリーの品目は 50万点以上、流通先は 120か国以上に拡大しました。Mopar

は、クライスラーグループとフィアットの全ブランドの純正部品とアクセサリーの供給を一手

に担います。 

Moparの部品開発を担当するのは、クライスラーグループおよびフィアット製車両の正規

仕様策定に携わる技術陣です。このような一貫体制をとることにより、他のアフターマーケ

ットの部品会社の追随を許さぬ独自の価値を実現しているのです。Moparのアクセサリー

および機能部品の一覧は、www.mopar.comをご覧ください。 

75年におよぶ Moparの歴史 

Mopar（MOtorと PARtsを組み合わせた造語）の名は、1937年に発売された不凍剤の商

標に由来します。Moparブランドのマークは、1960年代－マッスルカーが流行した時代に

作られました。当時、クライスラーは、特別な高性能部品を組み付けたレース仕様の「パッ

ケージカー」をダッジ、プリマスの両ブランドから発売していました。Moparは、スーパースト

ック仕様のドラッグレースカーを仕立てるための「スペシャルパーツ」を展開。のちに

「Mopar Performance Parts」という名称でレース用部品事業を立ち上げ、公道用およびレ

ース用として動力性能やハンドリングの向上に役立つ部品の供給を開始しました。その後

Moparは、テクニカルサービスや顧客サポートも担うブランドに発展しています。 

http://www.mopar.com/

